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取組状況
評
価

学校関係者評価者
による意見

今後の改善策

①主任会議や分掌部
会を機能させ、主任を
中心とした組織的な学
校運営を行う。

教
務
主
任

【成果指標】【努力指標】定
期的に主任会議・分掌部会
が開催され、協力・協働の
組織的学校運営がなされて
いる。

・主任会議及び分掌部会
が定期的に開催されてい
るか。
・教職員が、主任を中心
に組織的に学校経営に
参画していると感じてい
るか。

・参画意識を持って学校経
営ビジョンの具現化に努め
たと感じた教職員は100％
であった。今後はさらに主
任会議、分掌部会を密に
開催し、より協力・協働の
組織的学校運営をめざ
す。

B

②日頃より教職員間で
情報を共有し、いじ
め．問題行動の未然
防止に努めるととも
に、問題が生じた場合
は早期に組織的な対
応を行う。

生
徒
指
導
主
事

【努力指標】いじめアンケー
トと児童理解の会を毎月実
施し、共通理解を図りなが
ら早期に組織的な対応がな
されている。
【成果指標】【満足度指標】
児童に思いやりの心が育
ち、いじめのないクラスだと
感じている。

・教職員がいじめや問題
行動に迅速かつ組織的
に対応しているか。
・児童が、自分たちのクラ
スが思いやりがありいじ
めのないクラスだと感じ
ているか。

・いじめや問題が生じたと
きは組織的に対応を行
い、可能な限り早期解決に
努めた。その結果、81％の
児童がいじめのないクラス
と感じ、89％の保護者が教
師はいじめのないクラス作
りに努めていると回答し
た。

A

①外部講師の積極的
活用等により、校内研
究・校内研修を充実さ
せ、教職員の授業力
の向上を図る。

研
究
主
任

【努力指標】全員が年１回
以上授業を公開し、授業改
善に意欲的に取り組んでい
る。　　　　　　　【満足度指
標】児童が、先生の授業が
わかりやすいと実感し、意
欲的に授業に参加してい
る。

・職員が、授業力・人間
力を向上させるため、意
欲的に学校研究・校内研
修に参加しているか。
・児童が授業がわかりや
すいと実感し、授業に意
欲的に参加しているか。

・外部講師を招聘したり公
開授業を行ったりして、研
修の充実を図ってきた。
93％の児童が授業はわか
りやすいと感じている。今
後、さらに児童主体の授業
づくりをめざし、児童の学
力向上をめざす。

B

②活用力を培う能美
チャレプリント等を年間
計画に位置づけ、思考
力・判断力・表現力の
育成に努める。

研
究
主
任

【成果指標】国や県の学力
調査で県平均と比べて一定
の成果をあげている。

・国や県の学力調査で県
の通過率を上回っている
か。

・学力向上プランを作成し、全
校で実践を図ったが、厳しい結
果となった。手立てに対する教
職員の認識が十分ではなかっ
たと感じる。この結果を真摯に
受け止め、危機感をもって課題
の改善に努めていく。

C

①全児童が安心して
過ごせる学級づくり・学
校づくりに努めるととも
に、６年間を見通して
児童の自己肯定感や
他者を思いやる心情を
育む。

生
徒
指
導
主
事

【成果指標】・クラス会議に
主体的に参加し、学級の課
題を解決しようとしている。
・学級生活満足群を増や
し、要支援群に対する個別
指導を充実させる。

・クラス会議に主体的に
参加する児童の割合が
高いか。
・学級生活満足群の児童
の割合が高いか。

・およそ9割の児童が
主体的にクラス会議に
取り組んだと回答し、１
学期に比べ２学期は学
級生活満足群に属す
る児童が増えた。

A

②外部講師の招聘
等、校内研究・校内研
修の充実を軸として、
道徳の授業を要とした
道徳教育を推進する。

道
徳
教
育
推
進
教
師

【努力指標】全学級担任
が、道徳の授業改善のため
創意工夫し、意欲的に取り
組み、道徳の授業を充実さ
せている。

・道徳の授業に意欲的に
取り組む学級担任が増
加しているか。

・100％の教員が道徳授業
に意欲的に取組を行い、
道徳の授業改善に努め
た。その結果、ねらいをよ
り明確にした授業実践を行
うことができた。

A

③読書指導の取組の
交流や図書委員会の
活動の充実により、読
書の習慣を身につけさ
せる。

司
書
教
諭

【成果指標】児童が読書に
意欲的に取り組み、学校図
書館を積極的に利用してい
る。

・学校図書館の貸し出し
冊数が増加しているか。

・読書月間を中心に児童が意
欲的に取り組める環境づくりに
努めたが、前年度とほぼ同数
の貸し出し冊数であった。取組
の見直しを行い、さらなる読書
の習慣化に努めていく。

C

①「柔軟性の向上」を１
校１プランに位置づ
け、全学級で継続的に
取組を行う。

保
健
主
事

【成果指標】毎時間の体育
の準備運動に柔軟体操を
取り入れ、柔軟性を向上さ
せている。

・５月の長座体前屈計測
値をもとに各学年の目標
値を設定し、年度内に目
標値を超える。

・全校で柔軟体操を統一し
て取り組んだ結果、計測対
象の２/３が目標値を上回
る結果となった。今後も継
続して取り組んでいく。

B

②学級指導や保健委
員会の取組を充実さ
せ、虫歯治療率を向上
させる。

保
健
主
事

【成果指標】虫歯治療率が
前年度より向上している。

・年度内に虫歯治療率８
５％を達成する。

・治癒率は８３％（１０５人/
１２７人）であった。目標値
には届かなかったものの
前年度を大きく上回ること
ができた。

B

①「家庭学習のすす
め」を配付し、ＰＴＡ・保
護者と連携しながら家
庭学習の習慣を身に
つけさせる。

研
究
主
任

【成果指標】学年に応じて
定める目標時間以上、毎日
家庭学習に取り組んでい
る。

・毎日の学習時間が、学
年目標に達していると答
える保護者・児童の割合
が増加しているか。

・８割の児童ができている
と感じているが、その割合
はほぼ横ばいであった。よ
りきめ細やかな個人指導
を行っていく。

B

②ＰＴＡと連携しなが
ら、児童会のあいさつ
運動を展開し、すすん
であいさつする児童を
育てる。

生
徒
指
導
主
事

【成果指標】自らすすんで
元気よくあいさつする児童
を育てる。

・自らすすんで元気よくあ
いさつする児童の割合が
増加しているか。

・重点項目と捉え、9月末
から全校であいさつ運動
に取り組んだ。その結果、
進んであいさつをしている
と回答した児童は8割以上
となった。

B

③道徳や総合的な学
習の時間において、地
域教材を活用したり、
保護者等をゲスト
ティーチャーとして活用
し、家庭・地域と連携し
た取組を推進する。

研
究
主
任
・
道
徳
教
育
推
進
教
師

【努力指標】全学級で、道徳
の時間や総合的な学習の
時間において、地域教材の
活用と保護者等のゲスト
ティーチャーの活用に取り
組み、その充実を図る。

・全学級において、道徳
の時間や総合的な学習
の時間において、地域教
材や保護者等のゲスト
ティーチャーの活用に取
り組み成果をあげたか。

・保護者参加型の授業や
地域の人もゲストティー
チャーとして招いた授業、
保護者・地域の人との意
見交流会、道徳講演会な
どを取り入れることで、保
護者・地域の方々の道徳
への関心が高まった。

A

4

健
や
か
な
体
の
向
上

・児童の睡眠時間を
初めとする生活の状
況を調査し、現状に
応じた取組を行って
もらいたい。
・虫歯にならないた
めの対策として、学
校での歯磨きについ
て検討してもらいた
い。

・生活状況アンケー
ト調査を適宜行い、
実態に合わせてひ
とつひとつ丁寧に
取り組んでいく。
・給食のあとの歯磨
きを検討していく。

5

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

・家庭生活について
の調査をもとに、家
庭学習の向上を図
る取組が必要であ
る。
・あいさつについて
は、なかなか難しい
問題だが、ようやく
効果が出てきたよう
なので、ますます広
がるように対策を講
じてもらいたい。
・学校の授業等に
とって必要と思われ
る人材があれば、こ
れからも協力する。

・家庭学習について
は、生活状況アン
ケート調査を行い、
その分析による対
策を打ち出してい
く。
・あいさつは数年来
の本校の課題で
あった。今年度の
良好な状況からさら
に推進していく。
・地域との協力につ
いて、図書ボラン
ティアの増員、ラジ
オ体操指導におけ
る連携等について
計画していく。

2

確
か
な
学
力
の
向
上

・学力の現状分析か
ら、学校組織のどこ
に原因があるのかを
明確にし、根本的な
対策を講じるべきで
ある。

・教師の授業改善を具
体的かつ組織的に進
める体制を強化し、密
度の濃い児童主体の
授業を継続的に行う。
・年度途中における検
証を徹底し、効果の薄
い取組は廃し、確実に
力を伸ばすための手
立てを迅速に実行す
る。
・６年間を見通した計
画的かつ質的転換を
含んだ学力対策を行っ
ていく。

3

豊
か
な
心
と
人
間
関
係
力
の
育
成

・知徳体バランスの
とれた教育を行うこ
とは基本である。今
後も学力向上だけで
はなく、心の教育を
継続してもらいた
い。
・読書は非常に大切
なことである。図書
館の運営の仕方の
工夫などにより、行
きたくなる図書館に
してほしい。また、読
み聞かせや良書の
推奨を積極的に進
めてもらいたい。

・児童を図書に親し
ませる工夫が必要
である。対策とし
て、図書館の電子
化を本校内だけで
も行っていく。蔵書
管理を合理的に行
い、児童のニーズ
や現状の把握を迅
速に行い、読書生
活や教科学習のレ
ベルを確実に上げ
ることを数年かけて
継続していく。
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重点目標
（めざす姿）

1

組
織
的
な
学
校
運
営

・職員会議を初めと
して、会議は組織に
とって大切なもので
ある。十分に行っ
て、情報交換を密に
すべきである。
・いじめ問題につい
ては、今後とも迅速
な対応に努めてもら
いたい。

・職員会議、主任会
議、分掌部会を必
要十分な回数行
い、組織の活性化
に努める。


